
農業を農業を

応募の流れ

・原則１８歳以上であること　

・研修後上越市内に就農する意思があること

・普通自動車運転免許があること

・研修期間中の生活費を確保できる見込みがあること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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・研修期間中の生活費を確保できる見込みがあること
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研修生応募要件

メールでの応募は

こちらから☞

メールでの応募は

こちらから☞

学ぼう学ぼう
市内農家のもとでの実地研修や

座学研修で、農業への第一歩を

踏み出しませんか？

就農準備資金（165万/年）を活用し

就農を目指しましょう！

上越市担い手育成総合支援協議会上越市担い手育成総合支援協議会
TEL：025-520-5749
メール：ninaitekyo@city.joetsu.lg.jp
TEL：025-520-5749
メール：ninaitekyo@city.joetsu.lg.jpお問い合わせ先

新潟県上越
市で

新潟県上越
市で

〜上越次世
代農業カレ

ッジ〜

～上越次世
代農業カレ

ッジ～

① 　申込書および添付書類を提出

②　申込書類受付後、面接試験を実施

③　決定通知を送付

※メール又は郵送、HPに申込書類の様式を掲載

④　上越市で研修開始！

〒943-8601　上越市木田1丁目1‐3　上越市役所農政課内〒943-8601　上越市木田1丁目1‐3　上越市役所農政課内
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025-520-5749025-520-5749 ninaitekyo@city.joetsu.lg.jpninaitekyo@city.joetsu.lg.jp

上越市担い手育成総合支援協議会上越市担い手育成総合支援協議会

四季折々の美しい自然の中

で約１７万６千人の市民が

生活しています。

　上越市は全国有数の米どころ

であり景観の良い棚田も多く点

在しています。近年は水稲＋園

芸（えだまめ、ブロッコリーな

ど）、果樹（ぶどうなど）、畜

産（肉用牛、乳用牛など）の複

合経営を行っている農業者が増

加しており、市内では様々な農

業がおこなわれています。

市内の農業者のもとで研修 農業知識の習得

農業者との交流

研修生の希望に沿った分野（水

稲・園芸ほか）で、栽培技術や土

壌管理等を学び経験を積みます。

研修先の地域性や雰囲気を実感し

てみましょう。

基礎的な農業知識や栽培方法等に

ついて県やＪＡの職員による座学

指導を受けます。また、研修会等

に参加し、他の農業者と関わりな

がら専門的な知識を習得します。

市内で活躍する若手農業者を中心

に交流会を実施します。研修後の

進路を見据えて、先輩農家の農業

に対する考えや意見などを参考に

しましょう。

研修分野について

上越市について

就農計画の作成
就農形態に関わらず、自身の営農

プランを組み立てます。独立・自

営就農する場合は「青年等就農計

画」を作成し認定を受けることで

認定新規就農者となることができ

ます。

上越市

農業

✉✉

水稲 園芸 果樹

☜上越市農業なびは
　こちら
☜上越市農業なびは
　こちら

※研修期間は原則２年間です。

〒943-8601　
上越市木田1丁目1‐3　上越市役所農政課内
〒943-8601　
上越市木田1丁目1‐3　上越市役所農政課内

お問い合わせ先
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